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【中文摘要】

個人主義走近代泰明的一個重要思潮。脱離封建、破除侍統就走立

足在個人主義思潮之上。而新秩序的建立，在在典追求自我存在償値的

個人主義息息相闘。

明治 39年，島崎藤村的第一部長篇小説『破戒』的問世，開政了近代

文筆自我受醒的追求之略。之後，島崎藤村陸、噴脅表呈現近代人内.¥，l持

礼典苦情的自侍小説。 i主些作品中島崎針他自身深受其普的金銭問題

著墨不多。但走，在他的小説中可以脅現金銭面無法濁立自主的岸本、

三吉、半裁等人物造型。而奥島崎藤村同時期展開文筆活動的夏目散

石，則走不吉章宮地主他的小説中描述金銭典濁立自我ニ者之間相互牽

動的微妙閥f春、。

本稿以同為明治 41年連載的『春』奥『三四郎』為主，分析両部作

品中，友人間借貸閥像的呈現方式，同時従金銭的視黙探討個人主義追

求的極限。

【閥鍵詞】

個人主義 金銭問題 懲愛 借貸閥f幸、
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個人主義と金銭問題

一一藤村の『春』と激石の『三四郎』の場合一一

林寄受

安田女子大学文学研究科博士後期課程

1 はじめに

個人主義は近代の日本を考えるにあたって、もっとも重要な思潮

である。個人主義思潮に立脚して、伝統的なものの一切を破壊しよ

うとする動きが十九世紀末から二十世紀にかけて随所にあった。過

去を支配した封建的な道徳への反逆が各方面に現れてきた。全体と

しての共同体に対し、個人の優位を主張する個人主義は人間の尊厳

と自己決定が要求される。個々の人間の存在は、それ自体何ものに

もまさるという価値観と、個人が周囲に依存しないで自分で意志決

定を行う価値観である。 このような価値概念は個人のかけがえのな

い個性を尊重する認知の側面を持っている。

西欧では中世社会の大家族、自治都市、封建領主、教会などの集

団がしだいに権威を失い、個人がこれらの支配から解放されたのを

契機として、個人主義が確立した。 日本は明治以降しだいに欧米化

しはじめた。幕末維新以来、日本という国をどう処理するかという

大問題は全国民の頭を支配した。維新によって立て直された国の各

方面のレベルをより高めようと外国の制度や組織を受け入れ、伝統

的なものを破壊しようとした。近代化運動によって取り入れた代議

政治、自由民権などは西欧の近代の個人主義的思潮に依存するもの

が多々あったコ明治初年福沢諭吉が『学問のす〉め』で「天は人の

上に人を造らずJ と説き、人は生まれながら身分の上下があるもの

でなく、学聞に励んで独立した人間になるよう勧めた。こうした個
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人主義思潮が萌芽しはじめた時機に、日清戦争と日露戦争という国

家的危機に遭遇し、一時的に国家的、集団的意識が高まったにもか

かわらず、個人的な意識がしだいに国民の心に根付きはじめた。

明治二十六年、北村透谷を中心とする『文学界』の同人は主情的

な持情詩を歌い出したことをきっかけに、明治における個我の解放

が急激に煽られた。キリスト教の影響を深く受けた透谷は各個人の

内部生命の価値を高く掲げた。国会の開設、憲法の発布という政治

上の展開と相まって、人間の探求に目が向けられた。文芸面では感

情的に自我の解放を求め、恋愛を謡歌した浪漫主義から実証的に人

間を知ろうとする自然主義への転回が促された。個人の真実を発見

しようとする自然主義文学の根本的な態度はその後の文学に大きな

影響を及ぼし、片岡良一氏が近代の文学を個人主義文学lと名付け

るほどであった。

明治三十九年、藤村は自費出版で『破戒』を世に出した。『破戒』

なしに、日本の近代的な意味の小説を考えることはできない。『破

戒』の主人公瀬川丑松は信州飯山の小学校の教師である。彼は人に

言い難い秘密をもっている。それは彼が被差別部落の青年というこ

とである。彼の父は「たとへし、かなる目を見ようと、いかなる人に

避遁はうと決して其とは自白けるな、-J:!.憤怒悲哀に是戒を忘れた

ら、其時こそ社曾から捨てられたものと思へJ(~破戒』第一章)と

戒めて彼を世に送り出す。その戒めを守るべきか、破ってよいか、

動揺してやまない近代人的心理の葛藤をたどりつつ、丑松の尊敬す

る部落出の先覚者猪子蓮太郎の非業の死を機会として、彼は父の戒

めを破り、生徒の前に自分が被差別部落の人間であることを告白す

る。丑松をとおして、人間の解放、自我の目醒めを求める近代人の

1 個我の成長と人類愛を高唱する白樺派、特定個人の問題に関心を示す菊池

寛や芥川龍之介、個人権威の絶対を主張する新技巧派、横光利ーなど芸の究

極は絶対個人的なるものと主張する新感覚派、個人の権威を脅かす社会組織

へ対抗する無産派文学などは個人主義文学の延長線上にあると片岡良一氏が
説かれている。
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人間像が造形されたところに、『破戒』は画期的な意義をもってい

る。

『破戒』に続き、藤村は『春~ w家 ~ w新生~ w夜明け前』と五つ

の長編小説を完成したが、いずれも古い道徳から新しい時代に渡っ

ていく人々の苦悩をリアルに描く作品であった。これらの作品をと

おして、自己の姿を明確にすることができたが、藤村は告白したの

ちの無解決といった自然主義的方法の枠から脱することができなか

った。お金に困ることが多かった藤村は金銭によりもたらされた苦

悩をさけながら、彼の自伝的小説を完成した。一途に近代の精神を

求めた藤村にとって、金銭への自由に対する希求は隠蔽的に描かれ

ているにもかかわらず、彼の作品にほのめかされている。金銭から

自立できなかった『春』の岸本、『家』の三吉、『夜明け前』の半蔵

などといった人間像が作品につくられている。

自然主義の文学が文壇の支配的潮流となろうとする頃、激石は

近代的自我とモラノレの問題をモティーフとして創作活動を展開しは

じめた 。 『吾輩は猫である~ w坊ちゃん』の社会風刺と批判には彼の

浪漫的傾向が見られる。外部の世界、他者の不正に対する批判と同

時に、自分の独立性を謡歌する作品である。『それから』以後の作

品は近代的自我の追求がとりわけ顕著になった。『それから』の代

助は激石によってつくられた近代人の一典型である。近代人はし、か

に生きるべきかといった難問が代助に凝縮される。収入に心配がな

く、知力にも恵まれる代助はかつて、友人への義侠心のため、愛情

を感じながら三千代を友人の平岡の妻に世話する。三千代との再会

によって、彼女への愛情がよみがえった代助は自分の欺備に気がつ

く そして、彼は彼の中の自我に忠実に、自然の愛を貫こうとする

が、それは社会のおきてに背くため、明日の生活にも困る境遇にお

いやられる。結局、彼の自我を保護しているものは、彼の嫌う父親

によって保証せられる金銭にほかならないという矛盾が潜んでいる。

激石の後期の作品『行人~ w 心~ w道草~ w明暗』は自己の内部を

厳しく突き詰めると同時に、近代個人主義社会における人間の孤独
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と他者との連帯の可能性をさぐる。激石の作品には主人公が高等遊

民もしくは金に困らない人間が多い。こうした恵まれた条件のもと

に、純粋な自我のさまざまな可能性を考える。一方、激石はあの有

名な「私の個人主義J(大正三年)の講演で次の三ヶ条を強調した。

第一に自己の個性の発展を仕遂げやうと思ふならば、同時に

他人の個性も尊重しなければならないといふ事。

第二に自己の所有してゐる権力を使用しゃうと思ふならば、

それに附随してゐる義務といふものを心得なければならないと

いふ事

第三に自己の金力を示さうと願ふなら、それに伴ふ責任を重

じなければならないといふ事。

この講演で激石は個人主義が利己主義、エゴイズムに陥らない

ように、それにともなう義務と責任といった自他存在のつながりを

示している。

本論は同じく明治四十一年に発表された藤村の『春』と激石の『三

四郎』を取り上げ、両作品に描かれる友人間の貸借関係を分析し、

金銭面から個人主義の限界をさぐろうと思うものである。

2 W春』の旅費問題

藤村の第二の長編小説『春』は『破戒』に引き続き書いた初めて

の自伝的小説である。人間の解放として『破戒』の丑松が造形され、

『春』では文学界の青年たちの若々しい活動と思想、を再現すること

によって、個人の解放を求めた青春像が描かれた。「理想、の春Jr芸
術の春Jr人生の春Jと三つの春を現そうとした作品である。青年
たちの中に、「理想、の春Jに欺かれて自殺する青年青木がいて、「芸

術の春」を求めて失敗する青年岸本がいる。『春』の最終回に、「人

生の春Jに憧れをもって、「あ〉、自分のやうなものでも、どうか
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して生きたい」という仙台行きの岸本がいる。彼らの春は浪漫的で

ある反面、憂愁と苦悩にみちた春であった。

『春』は主人公の岸本が関西漂泊の旅から戻ってきて、友人と吉

原で会合するところから始まる。その会合を実現するための現実的

な側面を考えると、旅費の問題があげられる。『春』の冒頭は青木

が岸本に旅費を送る手紙である。

『岸本君、七月二十二日に東海道の吉原まで来給へ。其日を期

して東西から富士のもとに曾することとしよう 。君の都合もあ

らうと思ふから為替で旅費を送る 。 ~ (W春~ -) 

この手紙は東海道の吉原での会合を知らせる一方、旅費を送る知

らせとして読みとることができる。実は岸本はその為替を待ちに待

っていた。岸本の半年の流浪の旅の終わり頃は『春』第三回にこう

書いている。

琵琶湖に近い茶丈の生活はまだ岸本の眼にあった。彼が西京

から湖水の畔へ引返して、それから斯の吉原へやって来る迄、

二月半ばかりの聞は茶丈を一間借りて居た。其頃は自炊だc

(W春』三)

岸本の自炊生活を引き上げるきっかけとなったのは友人の青木が

送ってきた冒頭のあの一枚の為替であった。茶丈生活はもう続けら

れない状態であった。蚊に責められて自分で蚊帳を張って、裾に古

銭を飯粒で貼り付けて、渋団扇で風を入れて寝た それは何とか耐

えられたようだったが、今度は亭主が留守の晩に、内儀が蚊帳の外

で「岸本さん、岸本さんj と呼んでいた。その声を聞き、急に可恐

しくなって、丁度青木から為替が来たのを幸に、逃げるようにそこ

を発った。
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表向きは「東西から富士のもとりに集まるという雄大な構想、で

あったかもしれないが、現実面の岸本は、漂泊の旅から逃げて帰っ

て来たことであった。

『春』に岸本の半年の流浪についてはあまり描かれていない。実

際上の藤村の半年の流浪は金銭面を友人の星野天知に多くを頼った。

『文学界』の主宰者星野天知は『春』での岡見のモデル人物であっ

て、彼の日記によると、明治二十六年一月二十二日に藤村は天知か

ら旅に出る旅費をもらった。その旅費の金額について、星野天知が

rw文学界』雑誌顛末3Jの一文にあげた文学界会計の抜抄によれば、

三十一円となる 。 なお、『島崎藤村事典4~ の年譜に、「星野天知を

訪ね、旅費三一円を借り、出立の別辞を告げた。」とあるのは星野

天知の文学界会計の抜抄によったものと思われる。

さて、三十一円をもらって旅に出た藤村は一ヶ月後の三月一日に

星野天知に旅を続けるための旅費の工面を要請した。藤村のこの一

ヶ月の旅がどういう旅であったかを旅費の面から見てみる。『島崎

藤村事典』を参照に藤村の関西漂泊の道程を次のようにまとめる。

二月一日大船より西下←一興津清見寺(一泊)一一熱田一一四日

市一一亀山(一泊) ~ー伊賀近江国境の山路を歩く一一草津一一瀬

多一一石山寺一一大津一一京都・大阪←一二月六日神戸一一須磨漁

師宅に寄宿一一二月二十二日神戸一一高知へ馬場孤蝶を訪れ一一二

月二十八日神戸一一三月五日市ノ辺の広瀬家に滞在一一三月十四日

吉野山に入り一一四月十九日星野天知に再会広瀬津禰のことで争い

下山大阪で別れ一一神戸一一五月中旬京都一一五月二十四、五日神

2 東西から富士のもと」に集まるという会合の意味について、勝本清一郎

の「藤村漂泊時代のころJ CW改造文芸~ 1 9 5 0初出、『近代文学ノート
2~ 1979みすず書房所収)に、「反星野派に化した『文学界』の他の
主な同人たちが、半年関東京を留守にした藤村に何ごとかを吹き込み、反

星野派の団結を盛り上げ」ようとしたとする論がある。

3星野天知 1934年 6月号 rW文学界』雑誌顛末JW明治文学研究』

4伊東一夫編 19 8 2 W島崎藤村事典』新訂版 明治書院
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戸一一膳所(二泊)一一近江石山寺茶丈の自炊生活を始め一一七月

上旬京都に入りー一七月二十二日東海道鈴川の宿にて透谷、秋骨、

禿木と会う。

この道程を参考にして、最初の一ヶ月間の旅費を算出してみる。

当時発行の『汽車汽船 旅行案内』及び当時の物価とを参考に調べ

ると、天知の為替が着くまでの一ヶ月あまりの旅の最低の路用は十

五円であった。即ち、藤村が天知にもらった三十一円の半分ぐらい

の金額であった。高知から戻った翌日直ちに天知に工面の手紙を出

す藤村の一ヶ月間の旅は余裕のあった旅だと居、われる。三十一円は

漂泊に出る前の藤村の三ヶ月分の給料に相当する。(拙稿 r~春』に

おける明治二十六年の関西旅行の路用についての問題J~解釈』平

成十四年 7、8号を参照されたし¥)。

藤村がどういう考え方で天知に旅費を依頼したかは『黙歩七十

年』の草稿である『星野天知自叙伝5~ の記述を頼る。

之は同君が行末定めぬ旅の決心で出立されたので駅頭の分挟

は一段と悲涙に咽んで見送った、同君へは若干の旅費を贈って

尚入用の都度旅先きへ送金しようといふ事を約した、同君は旅

先きから必ず原稿を送るといふ事にして蔵書入本箱を大小三本

とも私の本町の宅へ記念までにと送って呉れた

ここで注目したいのは「尚入用の都度旅先へ送金しよう Jという

天知側からの約束と「旅先きから必ず原稿を送るJという藤村側の

約束である。こういう約束があることを前提に、三月一日の日に、

藤村は旅に出てからの一ヶ月後、送金を願う手紙を天知に送った。

しかも、この送金を願う手紙より早い時期の二月七日の天知宛ての

5 W星野天知自叙伝』は天知の自筆草稿の原本を翻刻した『文学者日記4星

野天知~ (1 9 9 9年日本近代文学館資料叢書第一期 博文館新社)による。

円。
只
U

門
ノ

ι



手紙にすでに「貴兄の御消息は神戸にありて待居候問、為替も何卒、

神戸贋瀬方へ御振込被下度候。J(明治 26、2、 7)と送金のこと

に触れている。

天知の日記と藤村の書簡から分かるように、藤村の関西の旅にお

いて、金銭面に天知は欠かせない存在で、旅上の世話は天知の教え

子であった広瀬津禰に多くを頼った 藤村の漂泊の旅をきっかけに

して、三人の交友は深まっていくと想像してよいが、逆に三人の関

係はこの旅で微妙な変化が起った。広瀬津禰の存在で、藤村と天知

との交友関係が崩れた。『春』に藤村はこの微妙な変化を次のよう

に触れた。

岡見と岸本の二人が大和で、避這って、互に顔を見合せた時は、

恰も悲い喜劇j中の人物であった。夫から、二人の親友は妙に笑

へなくなって了った。

此の事情といひ、是迄さんぐ世話に成った揚句といひ、岸

本は岡見に向って今更金の無心も出来かねるやうな仕末と成っ

た。姉さんか母親さんのやうに面倒を見て呉れた峰子一其人

にも岸本は今永い別離を告げた。最早彼を助ける人が無かった。

(~春』三十)

この引用に、峰子のモデル人物は広瀬津禰で、岡見は星野天知で

ある。実際四月十九日から二十二日の聞に、藤村と天知は広瀬津禰

をめぐって争ういわゆる吉野山事件を起こしている。広瀬津禰の存

在で、藤村と天知との交友関係が崩れた。この事件によって、藤村

は旅費を依頼しにくくなったと考えられる。半年の流浪に、藤村の

旅費の依頼が難しくなった一面を藤村の書簡と天知の日記によって

考察する。

O 一月二十二日出立の三十一円(天知日記)

O 三月五日神戸に届いた為替(藤村書簡)
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O 四月二十二日大阪停車場で天知が持っていた旅費の残余(天

知日記)

O 四月二十九日神戸で天知の弟星野男三郎より受け取った約束

の金子(藤村書簡)

O 五月二十四、五日頃神戸に届いて同二十九日の手紙で知らせ

た十五円の為替(藤村書簡)

O 五月二十九日石山寺から手紙で依頼した金子三円(藤村書

簡)

O 六月二十一日石山寺から手紙で依頼した金子六円(藤村書

簡)

このまとめをみれば、最初の三十一円が終わり頃の三円、六円へ

と段々窮状においつめられ、藤村の関西漂泊の旅はもっぱらロマン

チックな旅でなかったことがわかる。藤村の関西漂泊中の最後の依

頼は広瀬津禰への文通を一切止めることをもって無心を成就した。

藤村の旅費の無心が段々せまく成っていく事情は、『春』第一回に、

「さう何時迄も岡見君の世話に成つては居られないだらうしJ

(W春』一)と透谷をモデルにした青木が言い出したところに反映
している。放浪から帰ってきた岸本にとって、旅費は避けられない

問題として残されている。その九月に青木の斡旋で八戸へ行く旅費

も岡見が出してくれた。また、仙台へいく前に、岸本が家の苦境で

お金に困っていた頃、町でふと出会った岡見にお金を無心した。

結局岸本の話は金に落ちて行った。(中略)

『十圏位で間に合ふことなら、今こ〉で御用立しませう。』

と気前をみせて、無造作に紙入の中から取出して渡した。岡見

は友達を助けるといふことに依って、自分の性質を満足させた。

いや、そればかりではない、彼は轡の成功者として高い税を払

はせられた形である。 (W春』百二十二)

-288-



「旅さきから必ず原稿を送る」と原稿料を前借りした藤村は『文

学界』への投稿にたゆまなかった。明治二十六年と二十七年の二年

間、藤村の『文学界』への掲載本数を数えると、三十本にものぼっ

た。天知は文学者藤村の出発に欠かせない存在であったうらには、

こうした金銭面のギブアンドテイクの関係が存在していた。それだ

からこそ藤村は文学への路が開かれた。

一方、天知との間の金銭の関係は暖味であったため、人間関係も

なりたっていなかった。『春』での天知である阿見の登場がかなり

欠知していたことはこうした人間関係の暖味さに響いている。なお、

藤村が漂泊を引き上げる最後の無心は、あたかも広瀬津禰との文通

を放棄することとの引き替えを示しているようであった。

3 W三四郎』の借金問題

藤村の文学活動と前後して本格的な作家活動を展開した激石は藤

村とは違い、藤村の作品中にみられる暖昧な金銭関係をいささかも

おろそかにしない。明治三十九年四月『ホトトギス』に『坊ちゃん』

が発表された。『坊ちゃん』に、「あした行って一銭五厘返して仕舞

へば借も貸もない。さうして置いて喧嘩をしてやらう。J(W坊ちゃ
ん』六)と坊ちゃんは氷水を一杯者られた一銭五厘を議論相手の山

嵐に返さないと気がすまない描写がある。その一銭五厘を返すか、

引き込めるか守、坊ちゃんと山嵐の交友関係は変化するが、坊ちゃ

んにしてみれば、独立した人聞が頭を下げて、人から恵を受けるこ

とは大変なことである。言い換えれば、一銭五厘は独立した人間で

あるかどうかに関わる一大問題となる。前にあげたように、激石は

大正三年に、「私の個人主義」という題で学習院の学生を相手に講

演した。「独立した一個の日本人Jは「意見を曲げではならないJ

と述べた。また、英国留学中に体験した自分の新たな出立を次のよ

うに述べている。
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私はそれから文芸に対する自己の立脚地を堅めるため、堅め

るといふより新しく建設する為に、文芸とは全く縁のない書物

を読み始めました。一口でいふと、自己本位といふ四字を漸く

考へて、其自己本位を立証する為に、科学的な研究やら哲学的

の思索に耽り出したのであります。(r私の個人主義J) 

この講演は自己本位の確立から出発し、「他の存在を尊敬すると

同時に自分の存在を尊敬するJといった自他存在へと帰着する激石

の「個人主義Jの全貌の解明である。彼の作品群はあたかもこうし

た軌道にそって展開するが如くであるが、最後未完の『明暗』は悟

りの「員IJ天去私Jの境地にたどりついている。

激石の『三四郎』は藤村の『春』と同じ明治四十一年に連載され

た。『春』は明治四十一年四月七日から同八月十九日まで『東京朝

日新聞』に連載されたのち、十二日ほど聞をおいて、激石の『三四

郎』は九月一日に『東京朝日新聞』と『大阪朝日新聞』に連載され

はじめた。藤村の憂欝にみちた青春像に、もっと明るく洗練された

色調を対照させてみたい競作意識を激石はかすかに持っていた。

周知のとおり『三四郎』の主人公三四郎は旧制第五高等学校を卒

業した福岡県出身の二十三歳の青年である。彼は東京帝国大学文科

大学に入学し、広田先生を中心とした一つの文化的、精神的な交遊

園に入ってし1く。里見美禰子や野々宮兄妹あるいは佐々木与次郎ら

との交際を深めていくことによって、次第に都会の新しい生活に触

れることになる。美禰子との出会いによって三四郎の眼の前には一

つの世界が聞かれる。三四郎は野々宮さんをはさんで、美禰子に淡

い恋愛を感じた。

淡い恋愛の感情は美禰子に借金した三十円を通して二人を一歩ず

つ繋げていくが、美禰子の無意識の偽善と三四郎の純朴さは三十円

の遣り取りに現れてくる。 しまいに三四郎は美禰子に借金を返す行

為によって美禰子に対する恋の思し、から目醒めて彼の新しい出発が

始まる。
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「拝借した金です。永々難有う 。返さうくと思って、つい

遅くなったJ

美禰子は一寸三四郎の顔を見たが、其偉逆らはずに、紙包を

受け取った。然し手に持ったなり、納はずに眺めてゐる。三四

郎もそれを眺めてゐる。言葉が少しの間切れた。(W三四郎』
十二ノ七)

このシーンは三十円を介して、二人の間に築き上げられた恋の世

界が崩壊する後ろめたさであった。『三四郎』の第八章は借金事件

を主に描いた章である。借金によって、築き上げた三四郎の恋のき

っかけは「おれが金を返さなければこそ、君が美禰子さんから金を

借りる事が出来たんだらう J(W三四郎』九ノ三)という与次郎の勝
手であった。馬券を買って他人の金をなくした与次郎の乱暴な金銭

観が窺われる。なお、この借金の顛末を遡ると、それは広田先生が

家を借りる時、一時野々宮さんから用立ててもらった金である。そ

の金はもともと野々宮さんの妹のよし子がバイオリンを買うため、

国のおやじさんから送らせた金である。こうしてぐるぐる廻る借金

関係は三四郎の恋の不確かさを暗示している。

来熟な青年三四郎は金の借用を通して恋の現実面を体験する一方、

新しい女性を代表する美禰子は金銭の優越で自分と他人を翻弄し、

つい新しい時代の迷羊となった。与次郎においての金銭の無断の借

用と美禰子においての金銭の濫用に対し、母に代表される田舎の世

界は母が田舎から出した手紙に証言される。

「御母さんが心配して、長い手紙を書いて寄こしましたよ。

三四郎は余義ない事情で月々の学資を友達に貸したと云ふが、

いくら友達だ、って、さう無暗に金を借りるものぢゃあるまいし、

よし借りたって返す筈だらうって。(後略)J (W三四郎』九ノ

八)
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田舎と都会の金銭観の差は明治三十九年の日露戦争後の社会状況

を反映し、田舎育ちの三四郎の乏しい金銭感覚ではとうてい理解で

きない。激石文学の金銭面の背景について、荒正人に次のような指

摘がある o

養家先は『道草』の冒頭に帽子を被らぬ男として登場する島

田の家である。一以上の経過だけみれば、不幸な境遇にもみ

える。だが、実際は、この問、激石は物質上の不自由をなにひ

とつ体験していない。(中略)最初の記憶が物質的自由で始ま

ったことは、後年の精神形成史のなかで大きな因子として働い

たものらしい。

また、『三四郎』の発表の時期から考えてみれば、明治四十年三

月、激石は『朝日新聞』の専属作家になった。『三四郎』を発表し

た時の激石は芸術と職業を両方かなえた時期であった。三四郎の人

物設定は地主のせがれに生まれて、田舎からの仕送りで東京の大学

で学問を身に付けようという経済面に安定していた設定であった。

こうした経済的に安定した青年三四郎にしても、彼の青春に金銭面

の問題は素通りに終わることにならなかった。借金を介して、三四

郎は片思いの世界から目覚めて彼の新しい出発が始まる。

4 おわりに

藤村の『春』は漂泊から友人に送ってもらった旅費で帰ってきた

ところではじまり、安定した収入が入る新しい出発に仙台へ赴く汽

車の中の岸本の姿で終わる。激石の『三四郎』は借金によって結ば

6 荒正人 19 7 6 r激石文学の物質的基礎J~文芸読本夏目散石~ 7版河出
書房
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れた恋愛の夢から目覚めた三四郎の姿が描かれている。藤村の『春』

は前に述べたように金銭の借用が介在するため、岸本は岡見に対決

するだけの力をもたなかった。藤村の自力で旅のできなかったこと

に触れなかった『春』の描き方は、藤村の個の確立に対する金銭面

の自覚の不足を思わせる。個の確立を物質的に保証する金銭に対す

る厳格さを欠いた藤村の態度は彼の若い未熟なローマンチックな精

神の残浮と思われる。 しかし、現実の生活がそれほど甘いものでな

いことを関西の旅で彼は実感として味わう 。 この藤村及び彼の一家

の金銭に対する放縦さは藤村の家の崩壊をもたらした。この点は次

の長編小説『家~ (明治四十三年)のテーマとして引き継がれる。

『家』の三吉は旧家から離れて、「彼は彼だけの新しい組末な家

を作らう J(W家』上ノ三)と思い、定まった収入ができる学校の教
師になって田舎で新婚生活を始める。 しかしながら、結婚三年目の

三吉は否応なく金銭の泥沼に巻き込まれてしまう 。旧家よりの次々

の借金で、「五園貸せ、十園貸せJ(W家』下ノー)、「四十園ばかり

借りたJ(W家』下ノ三)、「二百園ばかり欲ししリ (W家』下ノ七)と

三吉の新しい家は蝕まれる。なお、親戚同志がお金の融通で迷惑を

かけたり、保証の印を押したりして、『家』の両大旧家の小泉家と

橋本家がともに潰れるようになる。藤村が意図した「新しい家を造

って行く径路を示したV¥ J (W家』奥書)考えは『家』最終の「屋外
はまだ暗かったJ(W家』下ノ十)と余韻を漂わせて終わる。金銭を

とおしての個人の独立と家の問題を藤村は苦悩してやまない人間の

肉声で追求した。

激石は『三四郎』に続き、三部作の二番目の作品『それから』を

明治四十二年に発表した。『それから』の三千代が代助の無心して

きた二百円を黙って受け取ることで、二人の聞に愛の交換ができた。

三四郎が美禰子から借りてきた三十円を介し、恋に対する感情を膨

らませていくのと同様に、金銭の愛に対する作用が描かれている。

『それから』の最終に、父よりの金の援助がとだえ、「僕は一寸職

業を探して来る J(Wそれから』十七)と炎天下の町を駆けめぐる代
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助の姿は鮮明で読者の心を捉える。

藤村の自分の恥を隠すような『春』の描き方と違い、激石はあえ

てその内面の心理をえぐり出したが、金銭と恋の微妙なからみあい

の中で青年の岸本と三四郎は成長している。

藤村の金銭に対する隠微な描写方法と激石の明確に処理していく

描写方法とは明らかな対照をなしているが、両方に共通して思われ

る個人の独立は金銭の支えによってはじめて成り立つことが個の解

放を迎える近代では素通りできない大きなテーマである。

イ吏用テキスト

『藤村全集~ (全 18巻 別巻 1)筑摩書房 1966"-'1968

『激石全集~ (全 28巻 別巻 1)岩波書居 1994"-'1999
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